
観光・交流の状況の全体像

平成２９年１２月１５日

観光庁



１．観光の現状
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（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（中位推計））

○ 今後、人口減少が進み、2047年には１億人程度となる見通し。
○ 少子高齢化が急速に進行しており、2060年には総人口の約40％が65歳以上になる見通し。
○ それにより、生産年齢人口は現在の2060年には現在の半分近くまで減少。

日本の人口減少・少子高齢化の推移・予測
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65歳以上割合

約23％
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約40％

総人口

約1.28億人

総人口

約8700万人
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総人口（2047年）

約１億人

2



定住人口は２０１５年国勢調査 人口速報集計結果（総務省）、定住人口１人当たり年間消費額は２０１５年家計調査（総務省）による。
旅行消費額の訪日外国人旅行は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）より算出、国内旅行は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者はＪＮＴＯ（２０１５年）発表数値、国内旅行者は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者１人１回当たり消費額は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）、国内旅行者（宿泊/日帰り）１人１回当たり消費額は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当たり年間消費額を訪日外国人旅行者又は国内旅行者１人１回当たり消費額で除したもの。 （※観光庁資料）

観光交流人口増大の経済効果（２０１５年）

定住人口１人減少分

減少

外国人旅行者８人分

国内旅行者（宿泊）２５人分

国内旅行者（日帰り）８０人分

又は

又は

拡大

＋

定住人口＝１億２，７１１万人
１人当たり年間消費額＝１２５万円

国内旅行者（宿泊＋日帰り）

うち宿泊 ３億２，１９９万人
うち日帰り ２億９，１７３万人

１人１回当たり消費額
宿泊 ５万０，５２０円
日帰り １万５，７５８円

訪日外国人旅行者

１人１回当たり消費額
１７万６，１６７円

１，９７４万人 ６億０，４７２万人 <延べ人数>

訪日外国人旅行３．５兆円 国内旅行（海外分除く）２０．４兆円

うち宿泊旅行 １５．８兆円
うち日帰り旅行 ４．６兆円

旅行消費額

○定住人口１人当たりの年間消費額（125万円）は、旅行者の消費に換算すると外国人

旅行者8人分、国内旅行者（宿泊）25人分、国内旅行者（日帰り）80人分にあたる。
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訪日外国人旅行者数の推移
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注) 2016年の値は確定値、2017年1～8月の値は暫定値、2017年9～10月の値は推計値、％は対前年同月比

ビジット・ジャパン
開始

万人

出典：ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

2379.2万人
(18.3%増)

【お問い合わせ先】
観光庁国際観光課 三島、中橋
（代表） 03-5253-8111（内線27402, 27519） （直通） 03-5253-8324

1月：229.6万人 (24.0％増）

2月：203.6万人 (7.6％増）

3月：220.6万人 (9.8％増）

4月：257.9万人 (23.9％増）

5月：229.5万人 (21.2％増）

6月：234.6万人 (18.2％増）

7月：268.2万人 (16.8％増）

8月：247.7万人 (20.9％増）

9月：228.0万人 (18.9％増）

10月：259.5万人 (21.5％増）
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2016年の訪日外国人旅行者数及び割合（国・地域別）

※ （ ）内は、訪日外国人旅行者数全体に対するシェア
※ その他には、アジア、欧州等各地域の国であっても記載のない国･地域が含まれる。
※ 数値は、それぞれ四捨五入によっているため、端数において合計とは合致しない場合がある。
※ 日本政府観光局（JNTO）資料より観光庁作成

【暫定値】

フィリピン
35万人（1.4%）

総計
2404万人

アジア 2010万人（83.6%）
うち東アジア 1747万人（72.7%）
うち東南アジア 251万人（10.4%）

⑤米国
124万人
（5.2%）

④香港
184万人
（7.7%）

③台湾
417万人
（17.3%）

その他
98万人
（4.1%）欧州主要

5ヵ国
94万人
（3.9%）

北米
152万人
（6.3%）

インドネシア
27万人（1.1%）

オーストラリア
45万人（1.9%）

スペイン
9万人
（0.4%）

イギリス
29万人（1.2%）

カナダ
27万人（1.1%）

ベトナム
23万人（1.0%）

シンガポール
36万人（1.5%）

マレーシア
39万人（1.6%）

インド
12万人（0.5%）

⑥ タイ
90万人
（3.7%）

フランス
25万人（1.1%）

ドイツ
18万人（0.8%）

イタリア
12万人
（0.5%）

ロシア
5万人
（0.2%）

①中国
637万人
（26.5%）

②韓国
509万人
（21.2%）
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外国人旅行者受入者数ランキング(2015年)
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イタリア

トルコ

ドイツ

英国

メキシコ

ロシア

タイ

オーストリア

香港

マレーシア

（日本）

ギリシャ

日本

サウジアラビア

カナダ

ポーランド

オランダ

ハンガリー

マカオ

韓国

クロアチア

ウクライナ

シンガポール

チェコ

★スウェーデン

台湾

インドネシア

★デンマーク

モロッコ

ポルトガル

★アラブ首長国連邦

スイス

エジプト

南アフリカ共和国

★アイルランド

ベルギー

インド

(万人)

日本は世界で16位、アジアで5位

2016年の訪日外国人旅行者数は2,404万人

出典： 世界観光機関（UNWTO）
注1： 本表の数値は2016年7月時点の暫定値である。
注2： ★印を付したスウェーデン、デンマーク、アイルランドは、2015年の数値が不明であるため、2014年

の数値を、アラブ首長国連邦は2013年の数値を採用した。
注3： 本表で採用した数値は、日本、韓国、台湾、ベトナムを除き、原則的に1泊以上した外国人訪問者

数である。
注4： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、

数値の採用時期によって、そのつど順位が変わり得る。
注5： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合が

あるため、これを比較する際には注意を要する。
（例：外国籍乗員数（クルー数））について、日本の統計には含まれないが、フランス、スペイン、中
国、韓国等の統計には含まれている）
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熊本県

鹿児島県
長崎県
岩手県
大分県
茨城県
岐阜県
山形県
岡山県
青森県
山口県
滋賀県
埼玉県

和歌山県
愛媛県
福井県
香川県
島根県
宮崎県
秋田県
富山県
鳥取県
佐賀県
高知県
徳島県
奈良県

都道府県別 外国人延べ宿泊者数都道府県別 日本人延べ宿泊者数

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注：「外国人」とは、日本国内に住所を有しないものをいう。

都道府県別日本人・外国人延べ宿泊者数（平成28年）

（単位：万人泊）

平成28年日本人延べ宿泊者数
4億2,310万人泊

平成28年外国人延べ宿泊者数
6,939万人泊

（単位：万人泊）
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外国人旅行者が好む我が国の訪問先

古都京都の文化財
（伏見稲荷大社、清水寺、金閣寺）原爆ドーム・厳島神社

（広島県）

○ 外国人が好む観光地としては、東京、京都・奈良、富士山などのいわゆる「ゴールデンルート」に
集中しているが、徐々に地方の観光地も人気が高まっている。

富士山
（静岡・山梨県）

地獄谷野猿公苑
（長野県山ノ内町）

（出典）トリップアドバイザー「外国人に人気の観光スポットランキング」2015年度

渋谷スクランブル交差点・
浅草

（東京都）

沖縄美ら海水族館
（沖縄県）

東大寺
（奈良市）
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訪日外国人旅行消費額の推移

○ 2016年の訪日外国人旅行消費額は、前年比7.8％増の３兆7,476億円となり、過去最高となった。
○ 1人当たり旅行支出は前年比11.5％減の15万5,896円となった。

旅行消費額の推移

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

（億円） （円／人）
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単位：億円

訪日外国人旅行消費額の製品別輸出額との比較（2016年）

※観光、造船・舶用品、農林水産物、エアコン、冷蔵庫以外の各製品の金額は貿易統計（財務省）速報より算出。
※造船・舶用品、農林水産物、エアコン、冷蔵庫以外の金額は2016年の速報値。
※エアコン、冷蔵庫は2015年の確報値で、貿易統計（財務省）より算出。
※造船・舶用品の金額は2014年の確報値で、海事局データより算出。
※農林水産物の金額は農林水産省公表値で、2015年の確報値。
※映像機器にはテレビの輸出額を含む。
※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名を示す。

○ 2016年の訪日外国人旅行消費額は3兆7,476億円で、電子部品の輸出額を超える水準

となっている。

113,330 

71,239 
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1,431 1,024 107 
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2016年の訪日外国人旅行消費額

3兆7,476億円

（半導体等電子部品） （科学光学機器）（船舶類） （テレビ受像機） （電気冷蔵庫）（自動車の部分品）
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単位：兆円
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

日本人国内宿泊旅行 15.4 14.8 15.0 15.4 13.9 15.8 16.0 
日本人国内日帰り旅行 5.1 5.0 4.4 4.8 4.5 4.6 4.9 
日本人海外旅行（国内分） 1.1 1.2 1.3 1.2 1.1 1.0 1.1 
訪日外国人旅行 1.1 0.8 1.1 1.4 2.0 3.5 3.7 
合計 22.7 21.8 21.8 22.8 21.6 24.8 25.8 

25.8兆円

国内における旅行消費額（平成28年）

観光庁「旅行・観光消費動向調査」、「訪日外国人消費動向調査」より算出

旅行消費額の推移について（2010～2016年）

日本人海外旅行（国内分）
1.1兆円（4.2%）

日本人国内日帰り旅行
4.9兆円（19.1%）

訪日外国人旅行
3.7兆円（14.5%）

日本人国内宿泊旅行
16.0兆円（62.2%）
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宿泊旅行統計調査（平成28年・年間値）について

◇ 延べ宿泊者数

➢ 延べ宿泊者数（全体）は、4億9,249万人泊（前年比-2.3%）

➢ 日本人延べ宿泊者数は、4億2,310万人泊（同-3.5%）、
外国人延べ宿泊者数は、6,939万人泊（同+5.8%）

1,842 

2,631 
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外国人延べ宿泊者数推移（単位：万人泊）

◇ 三大都市圏及び地方部における
外国人延べ宿泊者数比較

➢ 平成28年における三大都市圏と地方部（※）の外国人延
べ宿泊者数の対前年比を比較すると、三大都市圏で
+3.4%、地方部で+9.5%と、地方部の伸びが三大都市圏の
伸びを上回った。

➢ 都道府県別では、香川県（+70.3%）、岡山県（+65.3%）等
の伸び率が高かった。

※）三大都市圏とは、「東京、神奈川、千葉、埼玉、愛知、大阪、京都、兵庫」の
8都府県をいう。地方部とは、三大都市圏以外の道県をいう。
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国によって異なる日本での宿泊日数

出典：観光庁「平成28年訪日外国人消費動向調査」

〇 アジアからの訪日外国人は、滞在期間が短い傾向がある。
一方、ヨーロッパなどの遠方からの訪日外国人は、滞在期間が長い傾向にあり、その分、日本国内で

の行動も変わってくるものと想定される。

（単位：泊）
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（参考）日本人の個人旅行の状況
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個人旅行及び団体旅行の割合の推移

個人旅行 団体旅行

出典：日本観光振興協会
「平成28年度版 観光の実態と志向」

※個人旅行の割合については、「募集団体」が募集する旅行に参加しない人のうち、「自分ひとり、家族、
友人・知人、家族と友人・知人」で旅行した人の割合を表す

※団体旅行の割合については、「募集団体旅行に参加した」人及び「募集団体旅行に参加しない」人のう
ち「職場・学校、地域・宗教・招待などの団体」での旅行に参加した人の割合を表す
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２．明日の日本を支える観光ビジョン

15



【議 長】 内閣総理大臣
【副議長】 内閣官房長官、国土交通大臣
【構成員】 副総理兼財務大臣、地方創生担当大臣、一億総活躍担当大臣、

総務大臣、法務大臣、外務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣
（民間有識者）
石井 至 石井兄弟社（旅行ガイド出版社）社長
井上 慎一 Peach Aviation（株）代表取締役CEO
大西 雅之 鶴雅グループ代表
小田 真弓 旅館 加賀屋 女将
唐池 恒二 九州旅客鉄道（株）会長
デービッド・アトキンソン 小西美術工藝社社長
李 容淑 大阪国際大学客員教授

訪日外国人旅行者数2000万人の目標達成が視野に入ってきたことを踏まえ、
次の時代の新たな目標の設定とそのために必要な対応の検討を実施。

明日の日本を支える観光ビジョン構想会議

明日の日本を支える観光ビジョン構想会議
ワーキンググループ

〈議長：安倍内閣総理大臣〉

〈座長：菅内閣官房長官〉

【座 長】 内閣官房長官
【座長代理】 国土交通大臣
【構 成 員】 内閣官房副長官、内閣総理大臣補佐官

内閣官房副長官補、関係省庁局長 等

「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」について

昨年３月３０日 「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定
16



訪日外国人旅行消費額

安倍内閣３年間の成果

新たな目標への挑戦！

戦略的なビザ緩和、免税制度の拡充、出入国管理体制の充実、航空ネットワーク拡大
など、大胆な「改革」を断行。

・訪日外国人旅行者数は、２倍増の約2000万人に
・訪日外国人旅行消費額は、３倍増の約３.５兆円に

（2012年） （2015年）

836万人 ⇒ 1974万人

１兆846億円 ⇒ ３兆4771億円

地方部での外国人延べ宿泊者数

外国人リピーター数

日本人国内旅行消費額

訪日外国人旅行者数 2020年： 4,000万人 2030年： 6,000万人

2020年： 8兆円 2030年： 15兆円

2020年： 7,000万人泊 2030年：1億3,000万人泊

2020年： 2,400万人 2030年： 3,600万人

2020年： 21兆円 2030年： 22兆円

（2015年の約2倍） （2015年の約3倍）

（2015年の2倍超） （2015年の4倍超）

（2015年の3倍弱）

（2015年の約2倍）

（2015年の5倍超）

（2015年の約3倍）

（最近5年間の平均から約5％増） （最近5年間の平均から約10％増）

「明日の日本を支える観光ビジョン」 ～新たな目標値について～
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平成28年３月30日策定

「明日の日本を支える観光ビジョン」 概要

視 点 １
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視 点 ２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視 点 ３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放
・赤坂や京都の迎賓館などを大胆に公開・開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を

全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について

民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ
・2020年を目途に、原則として全都道府県・

全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

■古い規制を見直し、
生産性を大切にする観光産業へ
・60年以上経過した規制・制度の抜本見直し、

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材育成、民泊ﾙｰﾙの整備、
宿泊業の生産性向上など、総合ﾊﾟｯｹｰｼﾞで
推進・支援

■あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現
・欧州・米国・豪州や富裕層などをﾀｰｹﾞｯﾄにした

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、戦略的なﾋﾞｻﾞ緩和などを実施
・MICE誘致・開催の支援体制を抜本的に改善
・首都圏におけるﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄの受入環境改善

■疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化
・2020年までに、世界水準DMOを全国100形成
・観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ、規制緩和などを

駆使し、民間の力を最大限活用した
安定的・継続的な「観光まちづくり」を実現

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現
・世界最高水準の技術活用により、出入国審査の

風景を一変
・ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな通信・交通利用環境を実現
・ｷｬｯｼｭﾚｽ観光を実現

■「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化
・新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動した、

観光地へのｱｸｾｽ交通充実の実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
・2020年までに、年次有給休暇取得率70％へ向上
・家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇取得

の分散化による観光需要の平準化

■我が国の豊富で多様な観光資源を、
誇りを持って磨き上げ、その価値を
日本人にも外国人にも分かりやすく
伝えていくことが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生み出し、
人を育て、国際競争力のある生産性の
高い観光産業へと変革していくことが
必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・決済など、
受入環境整備を早急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含めた、すべての
旅行者が「旅の喜び」を実感できるような
社会を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「３つの視点」と「１０の改革」

これまでの議論を踏まえた課題
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視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に ➀

「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放

－「技」の粋がつくされた日本ならではの空間を世界に－

１．公的施設 ２．文化財

2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化。

赤坂迎賓館
2016年4月19日から一般公開を
通年で実施。

ホーフブルク王宮（オーストリア）

王宮内は、観光施設として日中見学が可能。一部を
レセプション会場等の利用向けに、一般開放。

王宮全景 宮殿内

「文化財」を、「保存優先」から
観光客目線での「理解促進」、そして「活用」へ

－「とっておいた文化財」を「とっておきの文化財」に－

観光拠点の面的整備
（福島県大内宿の茅葺き民家群）

修復整備の拡充と美装化
（清水寺三重塔の美装化）

わかりやすい多言語解説
（日光東照宮新宝物館）

結婚式場等への活用
（西日本工業倶楽部会館）

京都迎賓館
2016年4月28日～5月9日に試験
公開を実施した上で、7月21日
から一般公開を通年で実施。

19



「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ

－世界中から休日をすごしにくる上質感あふれる空間に－

４．景観

2020年を目途に、原則として全都道府県・全国の
半数の市区町村で、「景観計画」を策定。国が
専門家チームを地域派遣し、取組を徹底サポート。
（※）2015年９月末時点で、20都道府県、472市町村で

景観計画を策定済み

2020年を目標に、全国５箇所（※1）の公園について、
保護すべき区域と観光活用する区域を明確化し、
民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善。

イエローストーン国立公園（米国）

観光客が豊かな自然を体験するための施設やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
を提供。運営費の一部は、入場料やｺﾝｾｯｼｮﾝ料で充当。

おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ

－ひと目見れば忘れない、ひと目見ただけで場所がわかる景観に－

野生動物を間近で観察 専門家によるガイドツアー

ビジターセンターでの旅行案内 魅力的なホテル

３．国立公園

京 都 市

屋外広告物の適正化が進んだ四条大通
（ 2007年 → 2015年 ）

歴史的建造物の保全や景観法規制に加え、屋外広告物
の適正化や地域協議会活動など、総合的な取組を展開。

視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に ➁

（※1）7月25日に8箇所の候補を選定
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国立公園満喫プロジェクト８公園での取組
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視点２ 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に

あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現

７．観光地経営

欧米豪や富裕層などをターゲットにしたプロモー
ション、戦略的ビザ緩和、MICE誘致支援、首都圏
のビジネスジェット受入環境改善などを推進。

ビザ緩和による効果

疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化

６．市場開拓

５．観光産業

古い規制を見直し、生産性を大切にする観光産業へ

規制・制度の抜本見直し（通訳案内士、ランドオペレーター、旅行業など）、トップレベルの経営
人材育成、民泊ルールの整備、宿泊業の生産性向上など、総合パッケージで推進・支援。

2011年7月～ 2012年7月～ 2013年7月～ 2014年7月～

2012年6月 2013年6月 2014年6月 2015年6月

タイからの訪日数 （ビザ免除：2013年7月1日）
（人）

+52.6％

+28.9％
ビザ免除

+76.4％

今後のビザ緩和
対象５ヶ国

・中国
・フィリピン
・ベトナム
・インド
・ロシア

2020年までに世界水準DMOを全国で100形成。
観光地再生・活性化ファンド、規制緩和などを
駆使し、民間の力を最大限活用した安定的・継続
的な「観光まちづくり」を実現。

湯田中温泉（長野県山之内町）
湯田中温泉街の再生事業に対し、地域経済活性化支援機構
（REVIC）と地元金融機関とが、ファンドにより投融資。

湯田中温泉 廃業した旅館や飲食店舗をリノベーション 22
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		訪日タイ人数 ホウニチジンカズ		2011年7月～2012年6月 ネンガツネンガツ		2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

		観光客 カンコウキャク				268,992		524,121		692,393

		商用客 ショウヨウキャク				38,644		35,860		34,792

		その他客 タキャク				22,625		22,435		23,376

		総数 ソウスウ		216,472		330,261		582,416		750,561

								176.4%		128.9%

		訪日マレーシア人数 ホウニチジンカズ		2011年7月～2012年6月 ネンガツネンガツ		2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

		観光客 カンコウキャク				104,745		184,223		228,423

		商用客 ショウヨウキャク				25,046		26,398		26,991

		その他客 タキャク				10,539		10,621		11,515

		総数 ソウスウ		109,203		140,330		221,242		266,929

								157.7%		120.7%

		訪日シンガポール人数 ホウニチジンカズ				2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

		観光客 カンコウキャク				128,594		171,331		224,737

		商用客 ショウヨウキャク				26,444		29,196		31,442

		その他客 タキャク				3,049		3,301		3,777

		総数 ソウスウ				158,087		203,828		259,956

								128.9%		127.5%
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訪日マレーシア人の推移



Sheet1

		



観光客

商用客

その他客

訪日シンガポール人の推移



ベトナム

		

		訪日インド人数 ホウニチジンカズ		2011年7月～2012年6月 ネンガツネンガツ		2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

		観光客 カンコウキャク				21,915		24,839		33,089

		商用客 ショウヨウキャク				33,094		35,160		39,570

		その他客 タキャク				18,274		19,684		22,938

		総数 ソウスウ		65267		73,283		79,683		95,597

								108.7%		120.0%

														Jul-11		Aug-11		Sep-11		Oct-11		Nov-11		Dec-11		Jan-12		Feb-12		Mar-12		Apr-12		May-12		Jun-12

												インド		5,092		4,485		5,944		5,388		5,543		4,301		5,598		4,808		5,604		6,087		6,797		5,620		65,267





ベトナム

		



総数

訪日インド人の推移



フィリピン

		

				平成23年7月～平成24年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成24年7月～平成25年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成25年7月～平成26年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成26年7月～平成27年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ

		タイ		216,472		330,261		582,416		750,561

				平成23年7月～平成24年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成24年7月～平成25年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成25年7月～平成26年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成26年7月～平成27年6月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ

		マレーシア		109,203		140,330		221,242		266,929

				Jul-11		Aug-11		Sep-11		Oct-11		Nov-11		Dec-11		Jan-12		Feb-12		Mar-12		Apr-12		May-12		Jun-12

		タイ		12,180		8,631		13,701		19,517		11,488		18,760		12,092		15,345		26,313		40,821		24,016		13,608		216,472

		マレーシア		5,730		5,219		8,540		7,042		7,724		13,572		8,876		7,354		11,748		12,222		12,731		8,445		109,203





インドネシア

		ベトナム

		目的 モクテキ		40,725		40,756		40,787		40,817		40,848		40,878		40,909		40,940		40,969		41,000		41,030		41,061

		観光客 カンコウキャク

		商用客 ショウヨウキャク

		その他客 タキャク

		総数 ソウスウ		3,029		3,586		4,156		4,770		3,810		2,826		3,600		3,556		5,016		6,512		4,159		3,529

		目的 モクテキ		41,091		41,122		41,153		41,183		41,214		41,244		41,275		41,306		41,334		41,365		41,395		41,426

		観光客 カンコウキャク		1,394		1,214		1,193		1,301		1,576		1,011		578		1,317		1,801		4,311		1,863		2,620

		商用客 ショウヨウキャク		1,037		731		1,257		1,170		1,172		723		844		720		1,104		1,317		1,124		1,336

		その他客 タキャク		2,149		2,153		3,160		3,807		1,969		1,767		3,576		2,315		3,876		6,508		2,540		2,388

		総数 ソウスウ		4,580		4,098		5,610		6,278		4,717		3,501		4,998		4,352		6,781		12,136		5,527		6,344

		目的 モクテキ		41,456		41,487		41,518		41,548		41,579		41,609		41,640		41,671		41,699		41,730		41,760		41,791

		観光客 カンコウキャク		2,613		1,814		1,711		2,928		3,036		1,810		994		2,023		4,435		7,286		2,278		3,220

		商用客 ショウヨウキャク		1,088		1,040		1,291		1,649		1,697		1,055		824		1,152		1,797		2,046		1,514		1,541

		その他客 タキャク		3,615		3,146		4,368		6,715		2,474		2,281		4,889		4,244		4,913		8,557		3,605		3,752

		総数 ソウスウ		7,316		6,000		7,370		11,292		7,207		5,146		6,707		7,419		11,145		17,889		7,397		8,513

		目的 モクテキ		41,821		41,852		41,883		41,913		41,944		41,974		42,005		42,036		42,064		42,095		42,125		42,156		42,186		42,217		42,248

		観光客 カンコウキャク		4,188		2,808		2,390		4,305		3,985		2,963		2,029		3,340		6,080		11,370		4,554		4,966		5,901		3,918		4,109

		商用客 ショウヨウキャク		1,835		1,732		1,772		2,489		2,315		1,223		1,597		1,066		1,932		2,237		1,923		1,836		2,116		1,796		1,891

		その他客 タキャク		4,950		4,983		6,503		8,428		4,070		3,757		8,640		5,083		10,724		14,903		5,842		6,241		7,349		8,056		9,569

		総数 ソウスウ		10,973		9,523		10,665		15,222		10,370		7,943		12,266		9,489		18,736		28,510		12,319		13,043		15,366		13,770		15,569

								訪日ベトナム人数 ホウニチジンカズ		2011年7月～2012年6月 ネンガツネンガツ		2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

								観光客 カンコウキャク				20,179		34,148		52,978

								商用客 ショウヨウキャク				12,535		16,694		21,957

								その他客 タキャク				36,208		52,559		84,124

								総数 ソウスウ		48,549		68,922		103,401		159,059

														150.0%		153.8%





インドネシア

		



総数

訪日ベトナム人数の推移



訪日客数

		フィリピン

		目的 モクテキ		40,725		40,756		40,787		40,817		40,848		40,878		40,909		40,940		40,969		41,000		41,030		41,061

		観光客 カンコウキャク

		商用客 ショウヨウキャク

		その他客 タキャク

		総数 ソウスウ		4,805		5,364		5,222		6,153		5,293		5,787		6,924		4,409		6,928		11,059		8,414		6,263

		目的 モクテキ		41,091		41,122		41,153		41,183		41,214		41,244		41,275		41,306		41,334		41,365		41,395		41,426

		観光客 カンコウキャク		3,125		2,776		3,591		4,922		3,848		5,386		2,450		2,735		8,797		9,477		7,846		4,296

		商用客 ショウヨウキャク		1,417		1,020		1,362		1,637		1,519		841		1,601		1,142		1,486		1,280		1,608		1,450

		その他客 タキャク		1,449		2,075		1,761		1,733		1,408		1,170		3,450		1,172		1,894		2,186		1,802		1,695

		総数 ソウスウ		5,991		5,871		6,714		8,292		6,775		7,397		7,501		5,049		12,177		12,943		11,256		7,441

		目的 モクテキ		41,456		41,487		41,518		41,548		41,579		41,609		41,640		41,671		41,699		41,730		41,760		41,791

		観光客 カンコウキャク		3,743		3,384		4,487		7,570		5,131		8,804		3,639		4,435		9,095		25,713		15,190		9,057

		商用客 ショウヨウキャク		1,355		1,114		1,556		1,744		1,955		966		1,890		1,481		1,713		1,753		1,843		1,807

		その他客 タキャク		1,641		2,227		1,843		1,563		1,558		1,343		3,631		1,579		1,901		2,255		2,280		2,560

		総数 ソウスウ		6,739		6,725		7,886		10,877		8,644		11,113		9,160		7,495		12,709		29,721		19,313		13,424

		目的 モクテキ		41,821		41,852		41,883		41,913		41,944		41,974		42,005		42,036		42,064		42,095		42,125		42,156		42,186		42,217		42,248

		観光客 カンコウキャク		7,480		7,166		8,520		15,583		11,939		18,744		8,109		10,756		22,127		31,974		22,904		13,979		12,013		9,850		11,305

		商用客 ショウヨウキャク		1,711		1,604		1,937		2,011		2,057		1,198		1,930		1,636		2,050		1,856		2,208		1,851		1,883		1,674		2,115

		その他客 タキャク		1,842		2,747		2,206		1,832		1,954		1,851		4,389		1,798		2,609		2,843		2,735		2,789		2,478		3,270		2,423

		総数 ソウスウ		11,033		11,517		12,663		19,426		15,950		21,793		14,428		14,190		26,786		36,673		27,847		18,619		16,374		14,794		15,843

								訪日フィリピン人数 ホウニチジンカズ		2011年7月～2012年6月 ネンガツネンガツ		2012年7月～2013年6月 ネンガツネンガツ		2013年7月～2014年6月 ネンガツネンガツ		2014年7月～2015年6月 ネンガツネンガツ

								観光客 カンコウキャク				59,249		100,248		179,281

								商用客 ショウヨウキャク				16,363		19,177		22,049

								その他客 タキャク				21,795		24,381		29,595

								総数 ソウスウ		76,621		97,407		143,806		230,925

														147.6%		160.6%





訪日客数

		



総数

訪日フィリピン人数の推移



レート

		インドネシア

		目的 モクテキ		41,244		41,275		41,306		41,334		41,365		41,395		41,426		41,456		41,487		41,518		41,548		41,579

		観光客 カンコウキャク		11,111		3,898		2,832		10,272		12,642		7,243		11,946		5,766		13,660		4563		6785		7606

		商用客 ショウヨウキャク		1,307		1,318		1,176		1,595		1,493		1,640		1,679		1,285		1,048		1727		2020		2051

		その他客 タキャク		935		1,456		928		1,474		1,395		1,061		1,179		1,041		1,513		2404		1786		1354

		総数 ソウスウ		13,353		6,672		4,936		13,341		15,530		9,944		14,804		8,092		16,221		8,694		10,591		11,011

		目的 モクテキ		41,609		41,640		41,671		41,699		41,730		41,760		41,791		41,821		41,852		41,883		41,913		41,944

		観光客 カンコウキャク		14,513		4,445		4,265		10,677		13,794		11,934		12,635		14,729		4,861		6,011		8,102		7,805

		商用客 ショウヨウキャク		1,291		1,068		1,289		1,827		1,528		1,627		1,647		1,017		1,494		1,807		2,207		2,289

		その他客 タキャク		1,157		1,616		973		1,798		1,624		1,204		1,376		1,045		2,099		3,016		1,873		1,339

		総数 ソウスウ		16,961		7,129		6,527		14,302		16,946		14,765		15,658		16,791		8,454		10,834		12,182		11,433

		目的 モクテキ		41,974		42,005		42,036		42,064		42,095		42,125		42,156		42,186		42,217		42,248		42,278		42,309

		観光客 カンコウキャク		21,277		6,686		5,745		15,507		20,064		15,806		13,814		22,920		6,171		7,868

		商用客 ショウヨウキャク		1,217		1,200		1,182		1,707		1,399		1,678		1,574		1,229		1,219		1,749

		その他客 タキャク		1,224		1,797		1,167		2,328		1,901		1,375		1,731		1,379		2,387		3,238

		総数 ソウスウ		23,718		9,683		8,094		19,542		23,364		18,859		17,119		25,528		9,777		12,855		16,753		14,200

				訪日インドネシア人数 ホウニチジンカズ		2012年12月～2013年9月 ネンガツネンガツ		2013年12月～2014年9月 ネンガツネンガツ		2014年12月～2015年9月 ネンガツネンガツ

				観光客 カンコウキャク		83,933		97,864		135,858

				商用客 ショウヨウキャク		14,268		14,595		14,154

				その他客 タキャク		13,386		15,908		18,527

				総数 ソウスウ		111,587		128,367		168,539

								115.0%		131.3%

				訪日インドネシア人数 ホウニチジンカズ		平成24年12月～平成25年11月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成25年12月～平成26年11月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ		平成26年12月～平成27年11月 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツ

				総数 ソウスウ		133,189		151,982		199,492





レート

		



観光客

商用客

その他客

訪日インドネシア人数の推移



		



総数

インドネシア



		対外秘 タイガイヒ

						訪日客数 ホウニチキャクスウ		東アジア ヒガシ

										中国 チュウゴク		韓国 カンコク		台湾 タイワ		香港 ホンコン		訪日客数に対する　東アジアの割合 ホウニチキャクスウタイヒガシワリアイ		伸び率 ノリツ

				2003		5,211,725		2,953,708		448,782		1,459,333		785,379		260,214		56.7%

				2004		6,137,905		3,585,317		616,009		1,588,472		1,080,590		300,246		58.4%		21.4%

				2005		6,727,926		3,946,413		652,820		1,747,171		1,247,612		298,810		58.7%		10.1%

				2006		7,334,077		4,590,386		811,675		2,117,325		1,309,121		352,265		62.6%		16.3%

				2007		8,346,969		5,360,430		942,439		2,600,694		1,385,255		432,042		64.2%		16.8%

				2008		8,350,835		5,323,231		1,000,416		2,382,397		1,390,228		550,190		63.7%		-0.7%

				2009		6,789,658		4,066,717		1,006,085		1,586,772		1,024,292		449,568		59.9%		-23.6%

				2010		8,611,175		5,629,660		1,412,875		2,439,816		1,268,278		508,691		65.4%		38.4%

				2011		6,218,752		4,060,158		1,043,246		1,658,073		993,974		364,865		65.3%		-27.9%

				2012		8,358,105		5,415,293		1,425,100		2,042,775		1,465,753		481,665		64.8%		33.4%

				2013		10,363,904		6,727,304		1,314,437		2,456,165		2,210,821		745,881		64.9%		24.2%

				2014		13,413,467		8,920,267		2,409,158		2,755,313		2,829,821		925,975		66.5%		32.6%

				2015		19,737,400		14,197,300		4,993,800		4,002,100		3,677,100		1,524,300		71.9%		59.2%





		



訪日客数

東アジア 中国

東アジア 韓国

東アジア 台湾

東アジア 香港

東アジアからの訪日外国人数の推移



		日次データ

		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		USD				EUR				CNY				HKD				KRW(100)				TWD

						本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド		本年度 ホンネンド		昨年度 サクネンド

		12/1/15		12/1/14		123.1		118.94		130.09		147.9		19.15		19.29		15.88		15.34		10.62		10.64		3.78		3.84

		12/2/15		12/2/14		122.89		118.37		130.53		147.63		19.09		19.24		15.85		15.26		10.63		10.69		3.77		3.82

		12/3/15		12/3/14		123.31		119.33		130.78		147.81		19.15		19.4		15.91		15.39		10.55		10.7		3.76		3.84

		12/4/15		12/4/14		122.71		119.87		134.06		147.6		19.11		19.52		15.83		15.46		10.59		10.75		3.76		3.86

		12/7/15		12/5/14		123.24		119.86		133.95		148.45		19.12		19.5		15.9		15.46		10.57		10.78		3.77		3.86

		12/8/15		12/8/14		123.27		121.6		133.58		149.43		19.04		19.75		15.9		15.69		10.49		10.86		3.74		3.89

		12/9/15		12/9/14		122.99		120.98		133.84		148.85		18.95		19.6		15.87		15.61		10.44		10.86		3.75		3.89

		12/10/15		12/10/14		121.55		119.52		133.96		148.03		18.7		19.32		15.68		15.42		10.35		10.82		3.7		3.84

		12/11/15		12/11/14		121.95		117.68		133.36		146.94		18.74		19.07		15.74		15.18		10.33		10.74		3.73		3.78

		12/14/15		12/12/14		120.83		118.89		132.66		147.46		18.44		19.19		15.59		15.34		10.19		10.76		3.65		3.81

		12/15/15		12/15/14		121.16		118.61		133.32		147.74		18.49		19.16		15.63		15.3		10.25		10.75		3.68		3.79

		12/16/15		12/16/14		121.8		117.76		133.16		146.54		18.62		19		15.72		15.19		10.34		10.75		3.72		3.77

		12/17/15		12/17/14		122.52		116.93		133.17		146.23		18.78		18.9		15.81		15.08		10.41		10.8		3.74		3.74

		12/18/15		12/18/14		122.51		118.81		132.78		146.54		18.66		19.17		15.8		15.32		10.34		10.77		3.72		3.8

		12/21/15		12/19/14		121.3		119		131.83		146.11		18.53		19.15		15.65		15.34		10.29		10.81		3.68		3.79

		12/22/15		12/22/14		121.23		119.52		132.26		146.1		18.52		19.22		15.64		15.41		10.29		10.89		3.69		3.79

		12/24/15		12/24/14		120.96		120.56		131.96		146.91		18.51		19.36		15.61		15.54		10.32		10.92		3.69		3.8

		12/25/15		12/25/14		120.15		120.24		131.67		146.6		18.39		19.32		15.5		15.49		10.29		10.9		3.66		3.78

		12/28/15		12/26/14		120.54		120.31		132.21		146.91		18.45		19.39		15.55		15.5		10.32		10.94		3.67		3.8

		12/29/15		12/29/14		120.39		120.51		132.14		146.85		18.36		19.4		15.53		15.53		10.31		10.99		3.68		3.8

		12/30/15		12/30/14		120.54		120.53		131.67		146.54		18.34		19.34		15.55		15.54		10.3		10.97		3.68		3.79

		1/4/16		1/5/15		120.4		120.34		130.59		143.97		18.3		19.32		15.53		15.52		10.24		10.89		3.67		3.8

		1/5/16		1/6/15		119.27		119.38		129.17		142.5		17.97		19.18		15.39		15.39		10.03		10.78		3.61		3.73

		1/6/16		1/7/15		119.04		118.84		127.88		141.02		17.94		19.12		15.36		15.33		10.01		10.83		3.6		3.72

		1/7/16		1/8/15		118.66		119.47		127.84		141.43		17.68		19.23		15.31		15.41		9.89		10.89		3.56		3.74

																				出典：みずほ銀行ヒストリカルデータ シュッテンギンコウ







視点３ すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に

「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現

－隅から隅まで日本の旅を楽しめるように－

１０．休暇

「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化。
また、新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動
した、観光地へのアクセス交通の充実を実現。

９．地方交流

８．滞在環境

ソフトインフラを飛躍的に改善し、世界一快適な滞在を実現

世界最高水準の技術活用により出入国審査の風景を一変させるほか、ストレスフリーな通信・交通
利用環境、キャッシュレス観光、ユニバーサルデザインなどを実現。

北海道新幹線の開業 複数空港の一体運営（新千歳）

「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現

－国民一人ひとりが「仕事も」「休日も」楽しめるように－

2020年までに、年次有給休暇取得率70％に向上。
また、家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇
取得の分散化による観光需要の平準化などを推進。

家族の時間づくり（熊本県人吉市）
地域の伝統的な祭り開催日に、市内の全小・中学校を
休業日とし、地元企業への有給休暇取得を働きかけ。

おくんち祭り 地域協議会の様子 23



３．古民家等の歴史的資源の活用について

24



○政府は、昨年９月に「歴史的資源を活用した観光まちづくりタスクフォース」（議長：内閣官房
長官）を立ち上げ、各地域で古民家等を観光資源とし、再生、活用する民間有識者の方々からヒ
アリングを行い、それらを踏まえ、昨年末に同会議において、課題と対応策、さらに今後の検討
の方向性について、中間とりまとめを実施

歴史的資源を活用した観光まちづくりの推進について

これまでの検討の概要

 人材：意欲・ノウハウのある人材を必要とする地域につなげるネットワークやワンストップの相談体制が必要
自治体との連携・情報発信：地域の取組を成功させるには、地方自治体が民間に協力する体制が重要
 金融・公的支援：事業立上げの資金確保が困難。公的支援とともに地域金融機関、公的金融機関等の投融資機能の最大化が必要
 規制・制度改革：古民家等の活用の促進に資する、建築基準法、旅館業法、消防法等の運用の統一化、基準の見直し等が必要

○今後は、政府に、１月中に、意欲ある地域を官民一体でワンセットで支援する体制を整備し、
地域からの具体的なご相談にオーダーメイドで対応

 地域に眠っている資産である古民家等の歴史的建築物を宿泊施設、レストランなど地域再生
の核となる観光資源として活用する取組による、内外からの旅行者の増加、交流人口の拡大

 地域の雇用の創出、UIターンの若者の増加、出生率の向上、定住人口の増加、耕作放棄地の
解消 等

目指す効果

２０２０年までに全国２００地域での取組を目指す！

中間とりまとめで示された課題

中間とりまとめで示された対応策

25



２．今後のスケジュール（予定）
○９月 ５日：第１回開催（有識者ヒアリング）
○10月18日：第２回開催（有識者ヒアリング）
○11月14日：第３回開催（有識者ヒアリング、

検討課題の整理）
○12月21日：第４回開催 中間とりまとめ、

(支援のあり方等を整理）

○１月30日：歴史的資源を活用した官民連携推進チーム
（連携推進室、専門家会議）発足

○５月18日：第５回開催 （とりまとめ）

明日の日本を支える観光ビジョンに基づき、農山漁村を含めた地方に広く存在する古民家等を
活用した魅力ある観光まちづくりを推進。

歴史的資源を活用した観光まちづくりタスクフォース

【議 長】 内閣官房長官
【議長代理】 国土交通大臣
【副 議 長】 内閣府特命担当大臣（地方創生担当）、農林水産大臣
【構 成 員】 内閣官房副長官（政務・事務）

内閣総理大臣補佐官（地方創生担当）
内閣官房副長官補（内政担当）
内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）
内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）兼観光庁次長
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部地方創生総括官補
金融庁監督局長
総務省大臣官房総括審議官
消防庁次長
文化庁次長
厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部長
農林水産省農村振興局長
経済産業省商務情報政策局長
国土交通省都市局長
国土交通省住宅局長
観光庁長官

１．検討事項
（１）農山漁村を含む地域の古民家等の活用・

再生事例の収集・比較
（２）成功の要因と課題の抽出
（３）具体的な支援策を含む全国展開方策の検討

等

集落丸山（篠山市） 多様なニーズへの対応
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「歴史的資源を活用した観光まちづくりタスクフォース」について



歴史的資源を活用した観光まちづくり（兵庫県篠山市の取組）
概 要

取組内容のポイント

○丸山集落の再生
ノオトが人口19人で限界集落と言われて

いた篠山の丸山地区において、空き家と
なっていた古民家を改修した宿泊施設
「集落丸山」を開業。
2.1haあった集落の耕作放棄地を解消する
とともに、４人が集落にUターンするなど、
観光を通じた地方創生に大きく寄与。

○ 一般社団法人ノオトが、古民家の再生等により、魅力的な城下町の街並みを実現すると
ともに、限界集落や農村地域の再生に大きく貢献。

○空き家活用と地域再生
ノオトが40軒を超える古民家の再生を行うとともに、

起業家や事業者を誘致し、多くのホテル、レストラン、
カフェ、工房などが立ち並ぶ、魅力的な城下町等の街並
みを実現。20名以上の移住者、50名近くの雇用を創出。

篠山城下町の歴史的街並みモダンに改修された古民家ホテル
「NIPPONIA」

集落丸山 多様なニーズへの対応
27



古民家を活用した景観の刷新（兵庫県篠山市NIPPONIAの事例）

Before After

28



歴史的資源を活用した観光まちづくり（広島県尾道市の取組）
概 要

取組内容のポイント

○空き家の再生
NPO代表の豊田雅子氏が、空き家を取り

壊しから救えないかと２０００年ごろから
活動を始め、「尾道市空き家バンク」を２
００９年に事業受託。１００軒ほどの空き
家の再生にかかわり、１５０人以上の移住
者が尾道にやってくるなど、空き家再生を
通じた地方創生に大きく寄与。

○ NPO法人尾道空き家再生プロジェクトが、江戸時代、北前船で栄華を極めた港町である
尾道に存在する１００軒ほどの空き家の再生にかかわり、地元に雇用を生み出している。

○尾道の町並みと空き家問題
尾道は、江戸時代、北前船で栄華を極めた港である

が、現在では車中心の町づくりが進められ、古い港町と
しての面影を失いつつあり、駅から２キロ圏内の町の中
心に５００軒以上の空き家が点在していた。

尾道に点在する空き家

尾道ゲストハウス みはらし亭

１５０人以上の移住者を生み出した 29

港町尾道の町並み ガウディハウス

尾道ゲストハウス あなごのねどこ



最近の取組事例

大多喜町（千葉県）での取組

○専門委員が、千葉県大多喜町での古民家再生事業を計画策定段階からサポートし、
築２００年の古民家を改修して宿泊施設として再生し、管理を地元住民が行い、
４月から運営を開始している。

○5月に開催された古民家シンポジウムをきっかけに、専門委員と大多喜町長との関
係が強化。空き家となっている古民家約50件を、飲食施設や宿泊施設として再生の
上、物件情報を事業者に発信する仕組み作りを検討している。

おおたき

佐原（千葉県）での取組

○千葉県香取市の佐原地区（重伝建）は、江戸を彷彿とさせる商屋群が特徴。
地域金融機関等の出資により観光ファンドを立ち上げ、古民家4棟を取得した。

○同行は、古民家を宿泊施設として活用する第一次エリア開発に着手。既に、専門委
員と出資法人の連携協定を結び、宿泊施設オープンを間近に控えている。

写真

さわら

有田町（佐賀県）での取組
○ブランド力の強い「有田焼」を軸に、町内の「食」・「芸術」・「窯元」・「自然」と

いったコンテンツを、インターネットを通じて魅力を発信するとともに、古民家を改装
した物販店舗での有田焼の販売を計画中。

○このための資金調達・ファンド作りのために、クラウドファンディング会社、まちづく
り会社、コンサルティング会社、金融機関とで連携協定を平成29年10月に締結予定。

ありた

30
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概要

官民連携推進チームの発足とともに、連携推進室のホームページを開設。
観光まちづくりの取組に資する情報をホームページにおいて公開し、周知を図っている。

ＨＰのコンテンツ

○先進事例の紹介
・兵庫県篠山・集落丸山の事例紹介
・クラウドファンディングを活用した古民家再生の事例紹介

○相談方法
・ホームページに相談シートを掲載し、当該シートの提出を受付

メールアドレス：kominka@mlit.go.jp

○専門家会議構成員紹介
・専門家会議構成員について、所属、経歴、実績等を紹介

○支援メニュー集
・各府省庁の補助金等の支援施策をとりまとめ、

支援メニュー集として紹介

＜篠山の事例紹介＞

http://kominkasupport.jp/

官民連携推進チームによる情報発信



４．最近の取組について
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訪日外国人旅行消費額の拡大に必要な取り組み

2016年: 15.6万円 2020年：20万円 2030年：25万円

訪日外国人一人当たり消費額

滞在時間
増加

消費の拡大
質の高い観光

８兆円÷4,000万人 15兆円÷6,000万人

33

地方部へ
の誘客

・・・

楽しい体験
プログラム

 地域の食材を生かした食事
 満足度の高い宿泊
 買いたくなる土産物
 文化財等の充実した解説
 旅行者に優しい休憩施設・

観光案内所



諸外国の外国人観光客の消費支出割合

宿泊サービス
30.1%

飲食サービス
18.3%

旅客輸送サー

ビス 19.4%

娯楽サービス
1.1%

その他 31.1%

日本（2013）

宿泊サービ

ス 21.5%

飲食サービ

ス 15.4%

旅客輸送

サービス
27.1%

娯楽サービス
10.4%

その他
25.5%

アメリカ（2012）

宿泊サービス
20.3%

飲食サービス
15.2%

旅客輸送サー

ビス 22.2%
娯楽サービス

7.8%

その他 34.5%

フランス（2013）

宿泊サービス
26.0%

飲食サービス
15.4%旅客輸送サービ

ス 31.3%

娯楽サービス
8.3%

その他 19.0%

ドイツ（2010）

諸外国の外国人観光客の消費支出割合

宿泊サービス
41.4%

飲食サービス
22.3%

旅客輸送サービ

ス 7.2%

娯楽サービス
3.9%

その他 25.1%

イタリア（2010）

宿泊サービス
24.1%

飲食サービス
26.2%

旅客輸送サービ

ス 13.7%

娯楽サービス
2.5%

その他 33.6%

スペイン（2008）

宿泊サービス
24.2%

飲食サービス
17.5%

旅客輸送サービ

ス 23.2%

娯楽サービス
10.5%

その他 24.6%

カナダ（2014）

宿泊サービス
17.7%

飲食サービス
10.7%

旅客輸送サービ

ス 20.9%

娯楽サービス
3.9%

その他 46.9%

オーストラリア（2014）

出所：OECD Tourism Trends and Policies 2016 をもとに作成
注１：娯楽サービスは、文化サービスとスポーツ・レクリエーションサービスを合算して算出
注２：スペイン、カナダは文化サービスのみ、オーストラリアはスポーツ・レクリエーションサービスのみデータあり
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地域の潜在的な観光資源の発掘➀

鍛冶体験（岐阜県羽島の体験）
• 料金： 72,600円（2名） 所要時間：7時間（9am-4pm）
• 岐阜県羽島の体験。職人と作った小刀を持ち帰ることができる。
• 料金も安くはなく、アクセスも悪いが、圧倒的に評価の高い口コミで毎月50人前後予約する体験に。
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地域の潜在的な観光資源の発掘➁

相撲朝稽古見学
料金： 22,000円（2名） 所要時間：2時間（7:30am-9:30am）
・ 現役力士の朝稽古を見学するツアー。月によっては100人を超えるリクエストが入ることも。
・ 見学後に横綱と食べるちゃんこが特に人気。
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地域の潜在的な観光資源の発掘④

徳島阿波踊り
・料金： 5,000円（2名）
・会場最前列の特別シート枠を、外国人専用として提供。（観光協会と協業）
・ 2017年度は約30組・90名を現地に送客。
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ナイトタイムエコノミー推進の必要性

訪日外国人の旅行消費＝外国人旅行者数×１日当たり消費額×滞在日数

訪日外国人の旅行消費額

9:00

寺社・仏閣

博物館・美術館

自然・国立公園（ビジターセンター）

12:00

ライオンキング（夜）ライオンキング（昼）

24:00

歌舞伎座（夜）

17:00 20:00

ナイトタイム
エコノミー

活用
（非消費時間）夕食

日本の観光資源は昼の時間帯に集中 新たな観光消費の創出

城郭・歴史的史跡

歌舞伎座（昼）

水族館（サンシャイン水族館）

【夜の観光資源は特定のものに集中】

・ロボットレストラン

・ドンキホーテ 等

（夜間営業、多言語対応可 or ノンバーバル）
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ナイトタイムの観光資源の例

39

日本の伝統芸能ショー（夜間）
・ 寄席・落語・歌舞伎・能・狂言といった
日本の伝統芸能をショー形式で夜まで楽
しめる。

イルミネーション観光
• イルミネーションは、無名の地域を観光地化
させる一方、地域経済への波及に課題。

ナイトミュージアム(国立美術館・博物館）
・ 夜間開館の拡充（毎週金・土は20時まで会館を延長）

・ 夜間開館・プレミアムフライデーと連動した、フライデーナイト
ミュージアム＠上野を実施。

工場夜景ツアー
・ 08年に試験的に川崎で始まっ

たバスで巡る工場夜景ツアーが大
ヒット。

ナイトクラブ
・ 日本が弱いとされる夜間アクティビティ
の充実といった観点からも、観光業界に
とって良い影響がある。

ライトアップ
・ 通りや広場をイルミネーションで飾り、昼間とは異
なる自然を生みだしその景観を楽しむことができる。

（東京都 渋谷）

（三重県桑名市）

（神奈川県 川崎市）

（新潟県 長岡市）

（京都府 京都市）

（山梨県）
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新たに開発したアクティビティ

© 2017 NAC. All rights reserved.

NAC ニセコアドベンチャーセンターのグリーンシーズンのアクティビティ開発の取組

人気の定番アクティビティ

NAC ニセコアドベンチャーセンター
○所在地：〒044-0081 北海道虻田郡倶知安町字山田179-53
○代表者：フィンドレー・ロス・アントニー ○設 立：1995年3月
○事業内容：
・ラフティングやダッキー、カヤック、バックカントリー、インドアクライミング等
の アウトドア・インドアスポーツのガイド及び各種イベントの企画、運営。

・レストラン等の飲食店業
・アウトドアスポーツ用品、雑貨等の販売業

○運営施設：NACニセコ店、札幌クライミングジム （NACニセコ店） （札幌クライミングジム）

ラフティングプログラムの開発にはじまり、河川、森林、道路等の利用について、所有者・管理者との長期に渡る調整や許
可申請を経て、お客様のニーズに合わせ、グリーンシーズンのアクティビティプログラムを開発

■ラフティング
・２０年以上の実績。水量変化を

チェックし、安全に楽しめる

■トレッキング
・羊蹄山等、季節や天候に応じて

ニセコ周辺のコースを案内

■リバーサップ
・川用サーフボードに立ち、パドルで

漕ぎながら川を下るアクティビティ

■マウンテンバイク
・ニセコの景色を楽しむオフ

ロードサイクリング

■アドベンチャーパーク【NEW】
・全国的に注目を集めるアドベンチャーパークが国内最大級でニセコ

ひらふエリアに誕生。
・地上５～１３ｍの木の上に設置された難易度の異なる全８コースに

１００ものエレメントを配置。
・羊蹄山へ向かってのジップラインから樹上からダイブするアクティブ

ツリーダイビングまで迫力の高さと大自然を満喫できます。
・非日常の環境下で集中力を高め、チャレンジ精神を養える。
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〇 ここ数年、民泊サービスが日本でも急速に普及
〇 多様化する宿泊ニーズや逼迫する宿泊需給への対応
〇 公衆衛生の確保や地域住民等とのトラブル防止、無許可で

旅館業を営む違法民泊への対応 等

１．住宅宿泊事業者に係る制度の創設
① 都道府県知事への届出が必要
(年間提供日数の上限は180日(泊)とし、地域の実情を反映する仕組みの創設)
② 家主居住型の場合は、住宅宿泊事業の適正な遂行のための

措置（衛生確保措置、騒音防止のための説明、苦情への対
応、宿泊者名簿の作成・備付け、標識の掲示等）を義務付け

③ 家主不在型の場合は、上記措置を住宅宿泊管理業者に委託
することを義務付け

④ 都道府県知事は、住宅宿泊事業者に係る監督を実施

背景・必要性

住宅宿泊事業法の概要
※ 都道府県に代わり、保健所設置市（政令市、中核市等）、

特別区（東京23区）が監督（届出の受理を含む）・条例制定
措置を処理できる

２．住宅宿泊管理業者に係る制度の創設
① 国土交通大臣の登録が必要
② 住宅宿泊管理業の適正な遂行のための措置（住宅宿泊事業

者への契約内容の説明等）の実施と１②の措置（標識の掲示
を除く）の代行を義務付け

③国土交通大臣は、住宅宿泊管理業者に係る監督を実施

３．住宅宿泊仲介業者に係る制度の創設
① 観光庁長官の登録が必要
② 住宅宿泊仲介業の適正な遂行のための措置（宿泊者への契

約内容の説明等）を義務付け
③ 観光庁長官は、住宅宿泊仲介業に係る監督を実施

概要

○公布 平成２９年６月１６日 ○施行期日 公布日から１年以内
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訪日インバウンドの急増に対応した通訳案内士法改正

○通訳ガイドの量的不足、ガイドニーズの多様化に対応した業務独占制の廃止等通訳案内士制
度の大幅な見直し＜通訳案内士法の一部改正＞

東京

32％

神奈川
13%

千葉
7%

埼玉
5%

大阪

8％

兵庫
6%

京都4%

その他
25%

約

2.1万人

大都市部への偏在
（4分の3は都市部）

英語への偏在
（3分の2は英語）

英語

67.8%

中国語
12.0%

韓国語
5.2%

その他

15.0%

＜通訳案内士の業務独占規制の廃止・ニーズ多様化
への対応＞

①業務独占規制の廃止・名称独占規制の存続。

②地域ガイド特例を地域通訳案内士として全国展開。

③全国通訳案内士の試験科目の見直し（通訳案内の
実務に係る科目の追加）。

④全国通訳案内士に対し定期研修受講の義務付け。

＜現状・課題＞
①訪日外国人の急増している中で、地方部への訪問を増大さ
せていくことが必要。

②現行の通訳案内士は大都市部に偏在、言語も英語に偏り。

③旅行者の興味関心は千差万別で通訳ガイドに対するニーズ
も多様化。（例：伝統文化を知りたい、着付け体験をしたい等）

④特区等における地域特例通訳案内士が増加。（平成28年6月
時点：25地域1,376名）

○無資格ガイドの質の向上
・無資格者に対しても、有資格者が受講する研修受講
を呼びかけ。

○悪質ガイドの防止
・旅行業者、ランドオペレーターに対し、有資格者を優先
的に手配するようガイドライン等を通じて指導。
・有資格者のデータベースを整備。無資格者にも参加を
促し、利用者の評価で質の高い者から選ばれるような
環境整備。
・悪質な手配を行う外国旅行業者については、各国観
光当局に対し情報を提供し、各国法に基づく取締り・
指導を要請。

【規制改革実施計画（平成28年6月2日閣議決定）関連】

【法案の内容】

【法案以外の対応】
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